
知多市障がい者自立支援協議会 

令和６年度 地域生活部会 活動報告 

目的 
自立した生活の支援・意思決定支援の推進（第４次知多市障がい者計画〔令

和３年度～令和８年度〕） 

活動内容 

地域生活支援拠点等機能別評価のための研修 

 講 師 知多市福祉課職員 

 日 時 令和６年９月２６日（木）午前１０時００分～午前１１時３０分 

 場 所 オンライン（Ｚｏｏｍ） 

 参加者 部会員及び市内障がい児者事業所等 ２４名 

内 容 「地域生活支援拠点機能別評価表」を用いた機能評価方法の説明 

地域生活支援拠点等機能別評価の実施 

 期 間 令和６年９月～１０月 

 対 象 市内障がい児者事業所等 

 内 容 地域生活支援拠点等機能別評価の依頼及び集計 

地域生活支援拠点等機能充実のための研修 

講 師 手嶋 雅史（椙山女学園大学教授） 

日 時 令和６年１１月１７日 （金）午後１時００分～午後３時００分 

場 所 知多市役所 大会議室 

参加者 部会員及び市内障がい児者事業所等 ２９名 

内 容 ワークショップ及び地域生活支援拠点等機能別評価に対する講評 

専門的人材育成のための研修 

講 師 友野 剛行（ふくしねっと工房） 

今井 友乃（知多地域権利擁護支援センター） 

日 時 令和７年３月４日（火）午後１時３０分～午後４時００分 

場 所 福祉活動センター 大会議室 

参加者 部会員及び障がい当事者、家族、市内障がい児者事業所 ５７名 

内 容 親にも子どもにも必要な「じりつの権利」について 

地域生活部会 

日 時 令和７年２月２０日（水）午前１０時００分～午前１１時４０分 

場 所 福祉活動センター 研修室 

内 容 部会の活動内容を共有するとともに、次年度の活動内容を検討 

成果及び

課題 

【成果】 

・地域生活支援拠点等機能別評価の結果を共有、また、架空事例への対応に

ついて意見交換するワークショップを通して、地域の課題を認識し、関係機

関同士で情報交換を行うことができた。 

【課題】 

・地域生活支援拠点等機能別評価の回答率が低く、地域全体の評価を実施で

きているとは言えない。 



→評価実施のための事前研修の内容の見直しや、評価表の記載例等を作成し、

市内事業所に周知する。 

・地域生活支援拠点等機能別評価の結果から、自立支援協議会の活動に対す

る認知度の低さが見られた。 

→市ＨＰ等により、部会活動等に関する報告を活発に行う。 

 


